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第20回ふるさとイベント大賞第20回ふるさとイベント大賞
（内閣総理大臣賞）受賞の桜（内閣総理大臣賞）受賞の桜流流

や ぶ さ めや ぶ さ め

鏑馬鏑馬
咲き誇る桜の下、女流騎士が躍動する咲き誇る桜の下、女流騎士が躍動する

　（４月21日㈯、22日㈰／中央公園緑地）
　激しく揺れる馬上から的をめがけて弓を射る女流
騎士の大祭典『桜流鏑馬』が今年も開催されました。
矢が的中するたびに、詰め掛けた観客から大きな拍
手と歓声が湧き起こりました。

～わたしたちが創る～希望と活力あふれる　十和田～わたしたちが創る～希望と活力あふれる　十和田
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市役所からのお知らせ

2018年（平成30年）６月号　広報 ２

重点目標 目標値
　多彩な地域資源を活かした観光振
　興の推進により地域の活性化を図
　ります。

　市内年間宿泊施設利用者数　33 万人

　中小企業および個人事業主などへ
　の支援や中心市街地の活性化によ
　り、雇用の維持向上などに努め、　
　地域経済活力の維持・増進を図り
　ます。

　有効求人倍率（十和田管内）　1.3倍

観光商工部観光商工部

重点目標 目標値
　道路の防災・安全対策を推進しま
　す。

　①橋梁の点検の実施　23 橋
　②交差点の改良工事の実施　２カ所

　安全・安心な生活環境の確保に向
　け、公共施設における樹木の適正
　な管理に努めます。

　①保全地区７号の高木の剪定　１カ所
　②歩行者の支障となっている街路樹の撤去   １路線

建設部建設部

重点目標 目標値
　快適な暮らしを支えるため、効率
　的で持続可能な整備を行い、経営
　の効率化を図ります。

　「十和田市水道事業全体基本計画」策定

　快適な住環境の整備と湖や河川な
　ど公共用水域の水質保全に向け、　
　下水道施設の整備を進めます。

　①「十和田市下水道整備基本計画」策定
　②小型浄化槽設置　30 基
　③水洗化率　87.1％

上下水道部上下水道部

重点目標 目標値
　医業収益の向上およびコストの削
　減を進め、病院事業の経営安定化
　を図ります。　

　単年度収支における現金ベースでの黒字の確保中央病院中央病院

重点目標 目標値
　次代を担う人材の育成に向けて、　
　地域との連携を重視しながら、市
　内小中学校の教育活動の充実を図
　ります。

　アンケート調査において、「自校の特色ある教育
　活動などを通じて、夢・希望・志の実現を意識
　した学校生活を送っている」と回答した児童生
　徒の割合　90％以上

　市民の学習環境づくり、地域に根
　ざした多彩な文化、芸術、スポー
　ツ活動の推進を通じて、活力ある
　人材の育成を図ります。

　社会教育事業・スポーツ活動への参加者数
　12 万 4,000 人

教育委員会教育委員会

重点目標 目標値
　遊休農地の発生防止と再生可能な
　農地の有効利用を促します。

　遊休農地解消面積　3.6ha

　農業の担い手確保に向けた制度な
　どについて、周知・啓発および支
　援を行います。

　①農業者年金新規加入者数 　７人
　②交流会などの参加者数
　　男性 15 人、女性 15 人

農業委員会農業委員会

　※このページでは、内容を要約して掲載していますが、市ホームページでは、重点目標の達成に向けた具体的な
　　取り組み項目なども掲載していますので、ご覧ください。



平成 30年度　市の重点目標をお知らせします
問政策財政課政策企画・定住自立圏係☎51 6710

市役所からのお知らせ

　今年度の市政運営方針に沿って掲げた「平成 30 年度における各部等の重点目標」の中で、特に重要な項目をお
知らせします。今年度も各部等が一丸となり、取り組みを進めていきます。

３ 2018年（平成30年）６月号広報

重点目標 目標値
　防災体制の強化を図ります。 　同報系防災行政無線の整備

　（実施設計委託業務の完了）
　市役所新庁舎の整備を進めます。 　新庁舎建設に係る進行管理および既存庁舎の利

　活用などについて検討

総務部総務部

重点目標 目標値
　少子高齢化や人口減少対策に取り
　組みます。

　①支援制度を活用した移住者数
　　50 世帯 130 人
　②出会い・結婚活動の支援補助件数　６件

　中心市街地における公共交通の利
　便性の向上を図ります。

　①市街地循環バス実証運行の実施
　　（平成 30 年７～９月）
　②平成 30 年 12 月末までに運行結果を検証

企画財政部企画財政部

重点目標 目標値
　国民健康保険事業の財政健全化を
　図ります。

　①特定保健指導利用率　58％
　②医療機関未受診者および中断者の受診率　20％
　　保健指導実施率　50％

　時代に合った地域をつくり、地域
　連携を図りながら、安全・安心な
　暮らしを守ります。

　①新たな地域コミュニティの組織化　３地区
　②市民活動支援事業実施団体数　12 団体以上
　③セーフコミュニティの再々認証に向けた事前
　　審査の実施
　④空家等対策計画の策定

民生部民生部

重点目標 目標値
　高齢者が生きがいを持ち、健康で
　安心して暮らせる体制をつくりま
　す。
　໐地域包括ケア体制の構築
　໐高齢者の自立支援・重度化防止
　　の取り組みの推進

　①自立支援に向けた研修会の開催　４回　　　
　②地域包括ケア「見える化システム」での分析
　　結果の公表
　③生活支援体制の協議体の設置
　④自立支援事業要支援者維持改善率　90％

　妊娠期からの切れ目のない相談・
　支援体制を整え、安心して出産・
　子育てできる環境づくりを推進し
　ます。

　①妊婦家庭訪問などの実施率　100％
　②スクリーニングテストによる産後の育児不安
　　が強い人の割合　5.8％未満
　③「ほっとマミーサロン」の開催　42 回
　④養育支援訪問件数　60 件
　⑤多胎妊婦の超音波検査費助成の利用者数　10人
　⑥幼児の発達支援事業の利用者数　20 人

健康福祉部健康福祉部

重点目標 目標値
　青年就農者を確保し、農村地域の
　活性化を図ります。

　①青年就農者数　３人
　②移住・定住就農者数　１組

　とわだ産品の認知度向上と販売拡
　大を推進します。

　①６次産業化認定事業者数　１事業者
　②販路新規開拓店舗数　６店舗
　③農産物販売額　2.8億円
　④物産展・商談会出展事業者数　94 事業者

農林部農林部



一般会計 歳入・歳出予算現額は 336億8,108万円
(１万円未満は四捨五入、平成28年度からの繰越分を含む）

予算現額
支出済額

総 務 費 市の全般的な事務などに使
われたお金

民 生 費 幼児やお年寄りなどの福祉
に使われたお金

衛 生 費 各種健診、予防接種、ごみ
処理などに使われたお金

農　　林
水産業費

農林畜水産業の振興などに
使われたお金

土 木 費 道路、公園、住宅などの管
理や建設に使われたお金

教 育 費 学校教育、学校施設、生涯
学習などに使われたお金

公 債 費 借り入れたお金の返済に使
われたお金

そ の 他 消防や商工業、観光の振興
などに使われたお金

24億7,425万円24億7,425万円

32億8,975万円
30億6,569万円30億6,569万円

30億30億2,1052,105万円万円

歳入 予算現額
収入済額

3億2,372万円
3億876万円

2億2,516万円
2億2,995万円

市　税 市民税や固定資産税など、皆
さんに納めていただいた税金

地方交付税 人口や財政状況に応じて、
国から交付されたお金

分担金及び
負 担 金

費用の一部を他の団体や個人
に負担していただいたお金

使用料及び
手 数 料

公共施設の使用料や事務の
手数料

国 ・ 県
支 出 金

特定の公共事業などに対して、
国や県から交付されたお金

市　債
主に道路や施設整備などに充
てるために、国や金融機関か
ら借り入れたお金

その他 各種交付金や財産収入など

19億5,150万円19億5,150万円

27億9,809万円27億9,809万円

収入済額合計　288億6,241万円

支出済額合計　285億2,377万円

67億6,943万円
69億1,726万円69億1,726万円

99億5,886万円
99億5,886万円99億5,886万円

86億4,921万円
66億9,799万円66億9,799万円

20 40 60 80 100
億円

49億952万円
28億3,669万円28億3,669万円

110億9,431万円
104億9,639万円104億9,639万円

27億7,542万円27億7,542万円

13億7,366万円
11億9,232万円

29億8,323万円
26億6,197万円26億6,197万円

20 40 60 80 100
億円

35億8,840万円

28億9,447万円

32億3,988万円

38億9,627万円

人口61,857人　世帯数27,425世帯（平成30年３月31日現在）

※１人当たり11万1,827円の市税の収入に地方交付税などを加えて、１人当たり
　46万1,124円の支出で市の各種の施策が進められたことになります。

歳出

▶市民１人当たり
▶１世帯当たり   市税額 11万1,827円

25万2,225円
（歳入の市税収入済額÷人口）
（歳入の市税収入済額÷世帯数）

▶市民１人当たり
▶１世帯当たり歳　出 （歳出の支出済額合計÷人口）

（歳出の支出済額合計÷世帯数）
46万1,124円
104万　 65円

2018年（平成30年）６月号　広報 ４

41億6,630万円
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特別会計 一般会計と別に特定の事業を行うために独立して経理を行う会計です。

国民健康保険事業 後期高齢者医療 介護保険事業 温泉事業

予算現額 83億9,919万円 ６億3,509万円 69億3,014万円 2,646万円
収入済額 70億9,836万円 ６億2,572万円 67億4,346万円 2,302万円
支出済額 73億1,732万円 ６億1,261万円 60億6,408万円 2,216万円

公営企業会計 民間企業のように利用料金などの収益で運営する会計です。

▼収益的収入と支出
　　企業の経営活動により発生
　　する収益と経営活動を行う
　　ための費用
　　例収入…水道料金
　　　支出…給水を行うための
　　　　　　維持管理費、人件費

▼資本的収入と支出
　　企業の将来の経営活動に備
　　えて行う建設改良費や企業
　　債償還金などの支出とその
　　財源となる収入
　　例収入…配水管整備のための
　　　　　　借入金
　　　支出…配水管整備費

会計名 金　額
一　般　会　計 269億　527万円

公営企業会計
病 院 事 業 120億1,985万円
水 道 事 業 89億5,029万円
下 水 道 事 業 200億8,946万円

※市債および企業債とは、学校や病院、道路などの建設や災
　害復旧工事など多額の経費を要する事業を行う場合に借り
　入れできる借金のことです。長期にわたり計画的に返済を
　行うことができるため、世代間の公平化が図られます。

  市債および企業債の現在高 
（平成30年３月31日現在）

会計名 金　額

公営企業会計 病院事業 ８億3,000万円

※一時借入金とは、一会計年度内に現金が不足した場合に借
　り入れるお金です。一般会計、特別会計では翌年度の５月
　31日までに、公営企業会計では当該年度の３月31日までに
　償還しなければなりません。
※公営企業会計は、３月31日における償還前の金額を表示し
　ています。

  一時借入金の現在高 

土　地 有価証券 財政調整基金
1,396万9,483㎡ 4,170万円 　山林　236万5,441㎡

有価証券  235万円
現金 43億1,277万円

建　物 出資金
28万475㎡ ２億9,566万円

※財政調整基金とは、経済状況や災害などの事由により、予期しな
　い収入の減少や不時の支出増加に備え、長期的視野に立ち、年度
　間の財源の不均衡を調整するための基金です。

  一般会計・特別会計の財産   公営企業会計の財産 公営企業会計の財産 
区　分 病　院 水　道 下水道
建　物 88億7,716万円 ７億  623万円 16億1,542万円

機　械
10億3,552万円

６億8,902万円 23億3,891万円

備　品 955万円 87万円

構築物 9,073万円 159億6,242万円 308億2,407万円

土　地 １億7,566万円 ２億　844万円 ２億5,825万円

車　両 425万円 361万円 15万円

その他 4,882万円 1,156万円 161万円

建設仮勘定 0円 ０円 ３億　743万円

計 102億3,214万円 175億9,083万円 353億4,671万円

（平成30年３月31日現在）

（平成30年３月31日現在）

会計名 区　分 予算現額 執行額 備　考

病 院 事 業
収益的 収入 81億5,789万円 79億9,694万円 病床数  　　     　　 379床

 患者数  （入院）106,683人   
　　　   （外来）146,120人

支出 88億5,527万円 85億9,436万円

資本的 収入 ７億6,972万円 ７億6,752万円
支出 ９億5,428万円 ９億4,635万円

水 道 事 業
収益的 収入 17億3,178万円 16億9,260万円

配水量 　　     6,883,349㎥
給水人口　　       60,902人 

支出 18億4,898万円 15億4,096万円

資本的 収入 ２億4,349万円 ２億3,628万円
支出 11億2,955万円 10億9,597万円

下水道事業
収益的 収入 25億9,187万円 25億2,459万円

処理水量　      5,346,415㎥
処理区域内人口　 50,382人 

支出 25億7,174万円 24億3,431万円

資本的 収入 15億1,405万円 14億1,706万円
支出 24億4,088万円 23億5,540万円

※建設仮勘定とは、建設中の建物などへの支出額を仮に計上する科目
　です。建設が完了すると、建物など他の区分に振り替えられます。

５ 2018年（平成30年）６月号広報

（平成30年３月31日現在）



問商工労政課☎516773
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中小企業振興基本条例を制定しました

　その他、市では若年者などの市内企業への定着を促し地域経済の活性化を図るための「若年者等人材育成
支援事業」、女性の就職および就労継続を支援するための「女性の活躍支援事業」、上十三・十和田湖広域
定住自立圏※以外より転入し市内事業所へ就職した人に奨励金を交付する「ＵＩＪターン移住就職奨励金」
などにより、幅広く中小企業の振興に取り組んでいます。要件などの詳細はお問い合わせください。

中小企業振興基本条例を　　制定　制定しましたしました
中小企業の振興に向けた平成30年度の市の事業を紹介します中小企業の振興に向けた平成30年度の市の事業を紹介します

中小企業者とは…

　表中の資本金、従業員数のいずれか
の基準を満たす事業者になります。
（中小企業基本法第２条第１項）

業　種 資本金または
出資の総額

常用する
従業員の数

製造業、建設業、
運輸業、その他の業種 ３億円以下 300人以下

卸売業 １億円以下 100人以下
サービス業 5,000万円以下 100人以下
小売業 5,000万円以下 50人以下

中心市街地活性化事業中心市街地活性化事業 　中心市街地のあり方や方向性を示す「中心市
街地活性化基本計画」の策定を進めるとともに、
みちのく銀行旧稲生町支店の活用に向けた各種
調査業務を委託し、中心市街地における都市機
能の向上と地域経済の活性化に努めます。

事業費　21,880千円

中小企業融資制度中小企業融資制度 　中小企業者の事業資金の円滑化を図り、経営の安定に資することを目
的に、市内金融機関に原資を預託し融資枠を設定した上で融資を実施し
ます。保証料・利子補給金31,260千円、貸付金120,000千円事業費　151,260千円

創業支援事業創業支援事業 　「十和田市創業支援事業計画」に基づき、創
業相談ルームや創業セミナーの開設、空き店舗
等活用支援事業を実施し、創業希望者に対する
伴走型の支援に取り組むことにより、創業・起業
による地域活性化と雇用創出を目指します。

事業費　10,676千円

商店街電気料補助事業商店街電気料補助事業 　歩行者の安全確保および商店街の活性化
のため、商店街の街路灯電気料に対して補
助します。事業費　1,200千円

商工会議所および商工会事業費補助事業商工会議所および商工会事業費補助事業

　地域経済活性化のため、商工会議所および商工会が実施する各種活動
などに対して補助します。商工会議所4,880千円、商工会1,950千円

事業費　6,830千円

※上十三・十和田湖広域定住自立圏とは、十和田市、三沢市、野辺地町、七戸町、六戸町、横浜町、東北町、
　六ヶ所村、おいらせ町、小坂町で構成する圏域をいいます。



　本市には約3,300の事業所があり、そのほとんどが
中小企業者です。また、その事業所では約26,000人
の人々が働いています。
　中小企業者は地域の経済や雇用を支え、またそれ
ぞれの事業活動を通じてまちづくりに貢献するなど、
私たちの生活にとって大変重要な役割を担っていま
す。

　本市では、市民の皆さんとも協働して中小企業の
さらなる振興を図るため、中小企業振興基本条例検
討会議の審議やパブリックコメント（意見募集）な
どを経て、「十和田市中小企業振興基本条例」を制
定し平成30年４月１日から施行しました。
　中小企業の活性化は所得向上や雇用確保につなが
り、地域経済の好循環を創出します。

７ 2018年（平成30年）６月号広報

中小企業振興基本条例を制定しました

地域社会の持続的発展および市民生活の向上地域社会の持続的発展および市民生活の向上

金融機関の役割
円滑な資金供給、情報提供、経
営相談などにより中小企業の振
興に努める。

大学などの役割
研究開発などによる中小企業の
成長発展に寄与するよう、また、
市が実施する施策の推進などに
努める。

商工団体の役割
経営改善などに資する事業活動
の積極的な支援、関係強化の促
進および他団体との連携などに
努める。

大企業者の役割
中小企業との連携を図り共に地
域経済の振興、中小企業者の提
供する製品などの利活用に努め
る。

市の責務
中小企業の振興に関する施策の
実施、情報交換会の開催、その
他必要な措置を講ずるよう努め
る。

市民の理解と協力
中小企業の重要性を理解し、中
小企業者が提供する製品などの
利活用に努める。

利用の推進
市は、契約の適正な履行などに
留意しつつ、中小企業者が提供
する製品などの利活用の推進に
努める。

中小企業者の努力
自主的な経営改善・向上、労働
環境の整備、豊かで住みよい地
域社会の実現、中小企業者の相
互交流、市の振興施策への協力、
他の中小企業者の提供する製品
の利活用などに努める。

創業などの促進
市は創業・起業を促進するため
必要な施策の推進に努める。

各主体の役割など各主体の役割など

中小企業の振興は、中小企業中小企業の振興は、中小企業
者自らの創意工夫と自主的な者自らの創意工夫と自主的な
努力を尊重して推進されなけ努力を尊重して推進されなけ
ればならない。ればならない。

中小企業の振興は、市、中小中小企業の振興は、市、中小
企業者、商工団体、大企業者、企業者、商工団体、大企業者、
金融機関、大学や市民の協働金融機関、大学や市民の協働
により推進されなければならにより推進されなければなら
ない。ない。

中小企業の振興は、中小企業中小企業の振興は、中小企業
者が地域社会の発展および市者が地域社会の発展および市
民生活の向上に重要な役割を民生活の向上に重要な役割を
果たしているという認識の下果たしているという認識の下
で推進されなければならない。で推進されなければならない。

３つの基本理念３つの基本理念

中小企業振興基本条例中小企業振興基本条例をを　　制定　 しました

中小企業振興基本条例の概要中小企業振興基本条例の概要
※条文は市ホームページで
ご覧いただけます。

市民の皆さん、市民の皆さん、市内で生産、製造または加工された製品や提供される市内で生産、製造または加工された製品や提供される
サービスを積極的に利用するようサービスを積極的に利用するようご協力をお願いしますご協力をお願いします



６月23日～29日は「男女共同参画週間」　今年のキャッチフレーズは"走りだせ、性別のハードルを超えて、今 "
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３
人
目
の
子
ど
も
の
出
産
を
機
に
、
神

奈
川
県
か
ら
妻
の
実
家
の
あ
る
十
和
田
市

へ
移
住
し
て
き
て
５
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

ま
ず
、
最
初
に
思
う
こ
と
は
「
な
ん
で

も
っ
と
早
く
こ
こ
へ
来
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
」
と
い
う
こ
と
。
豊
か
な
自
然
の
中
、

子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
の
経
験
を
積
み

な
が
ら
成
長
し
て
い
く
さ
ま
を
見
る
こ
と

に
日
々
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
現
在
は

４
人
の
子
ど
も
が
い
る
た
め
、
子
育
て
も

な
か
な
か
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で

も
何
と
か
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
妻
の

両
親
、
兄
弟
を
は
じ
め
、
十
和
田
で
ご
縁

を
い
た
だ
い
た
方
の
多
く
の
協
力
が
あ
る

か
ら
で
す
。
環
境
だ
け
で
は
な
く
、
助
け

合
う
心
の
根
付
い
た
街
で
あ
る
こ
と
も
良

さ
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
自
分
自
身

の
暮
ら
し
を
通
じ
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
十
和

田
に
遊
び
に
来
て
ほ
し
い
、
も
っ
と
知
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
が
と
て
も
強
く

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
私
だ
け
で
は
な

く
、
お
そ
ら
く
移
住
さ
れ
た
多
く
の
方
が

感
じ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
孤
児
施
設
へ
の
支
援
や
、
震
災
以
降
は

被
災
地
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に

福
島
県
で
の
支
援
活
動
に
お
い
て
は
、
一

言
で
は
語
る
こ
と
の
で
き
な
い
複
雑
な
現

実
を
見
て
き
ま
し
た
。
外
遊
び
が
自
由
に

移
住
者
と
し
て
伝
え
た
い
想
い　

で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
を
見
た
と
き
に
、

こ
の
十
和
田
で
思
い
切
り
遊
ん
で
ほ
し
い

と
思
い
「
遊
ぼ
う
十
和
田
！
キ
ッ
ズ
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
２
０
１
４
年
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
多

く
の
方
が
協
力
し
て
く
れ
る
こ
と
と
な
り
、

支
援
の
輪
は
年
々
広
が
り
、
今
年
で
５
回

目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
毎
年
多
く
の
子

ど
も
た
ち
が
乗
馬
や
自
然
体
験
を
通
じ
て
、

十
和
田
の
夏
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
私
は
、

こ
の
活
動
を
通
じ
て
十
和
田
の
人
た
ち
に

も
震
災
の
現
実
や
何
を
学
ぶ
べ
き
か
を
感

じ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

朝
起
き
て
感
じ
る
土
の
匂
い
、
泥
ん
こ

に
な
っ
て
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
、
農
家
さ
ん

か
ら
い
た
だ
く
た
く
さ
ん
の
季
節
の
野
菜
、

そ
ん
な
当
た
り
前
の
日
常
こ
そ
が
最
も
幸

せ
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
た
く
さ
ん
の

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

く
こ
と
を
伝
え
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。

木村　一雄 さん
NPO法人　みんな地球の子ども
じゃん　十和田支部　代表

★筆者紹介

「「
女女ひ
と
ひ
と

とと
男男ひ
と
ひ
と

」
が
と
も
に
輝
く
ま
ち
の
実
現
を
め
ざ
し
て

」
が
と
も
に
輝
く
ま
ち
の
実
現
を
め
ざ
し
て
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「
男
（
女
）
と
は
こ
う
い
う
も
の
（
こ

う
あ
る
べ
き
）
」
と
い
っ
た
考
え
方
は
、

一
歩
間
違
う
と
自
分
だ
け
で
な
く
、
周
り

　

男
女
共
同
参
画
と
は
、
「
男
（
女
）
と

は
こ
う
い
う
も
の
（
こ
う
あ
る
べ
き
）
」

と
い
う
考
え
方
に
よ
っ
て
行
動
や
考
え
方

を
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
男
女
が
良
き

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
お
互
い
に
尊
重
し

あ
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
の
場
面
で
一
人

一
人
の
個
性
や
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き

る
よ
う
に
し
よ
う
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

国
で
は
、
毎
年
６
月
23
日
〜
29
日
の
一

週
間
を
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
と
し
て
、

「
男
性
だ
か
ら
、
女
性
だ
か
ら
」
と
い
う

固
定
観
念
を
捨
て
、
男
性
も
女
性
も
、
家

庭
で
、
職
場
で
、
地
域
で
、
学
校
で
、
お

互
い
に
一
人
の
人
間
と
し
て
人
権
を
尊
重

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で

き
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現
を

目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
団
体
の
協

力
の
も
と
、
各
種
関
連
行
事
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
私
た
ち
の
ま
わ
り
の
男
女

の
役
割
に
つ
い
て
、
ち
ょ
っ
と
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

男
女
共
同
参参
画
と
はは

なな
ぜ
男
女
共
同
参参
画
が
必必
要
かか

の
人
の
行
動
や
考
え
方
を
制
限
し
、
そ
れ

ぞ
れ
が
持
つ
個
性
や
能
力
を
発
揮
し
づ
ら

く
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
男
女
共
同
参
画
は
、
「
男

性
」
や
「
女
性
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
あ

て
は
め
て
し
ま
う
こ
と
な
く
、
一
人
一
人

が
持
っ
て
い
る
個
性
や
能
力
を
十
分
に
発

揮
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
な
の
で
す
。

男
女
共
同
参
画画
社
会
とと
は

　

女
性
は
皆
、
家
事
や
育
児
が
得
意
で

し
ょ
う
か
。

　

男
性
は
皆
、
頼
り
が
い
が
あ
り
、
バ
リ

バ
リ
仕
事
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

「
女
だ
か
ら
家
事
や
育
児
が
得
意
な
は

ず
」
、
「
男
だ
か
ら
頼
り
が
い
が
あ
っ
て
、

家
族
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
だ
け
の
収
入

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
な
社
会
は
大
変
生
き
づ
ら
く
、
窮
屈
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

得
意
な
こ
と
、
得
意
で
な
い
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
が
個
性
と
し
て
と
ら

え
ら
れ
、
一
人
一
人
が
自
分
ら
し
く
生
き

る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
性
別
に
か
か
わ

ら
ず
、
「
互
い
に
協
力
し
、
仕
事
も
家
庭

も
大
事
に
す
る
」
と
い
う
考
え
方
も
受
け

入
れ
ら
れ
る
柔
軟
な
社
会
が
「
男
女
共
同

参
画
社
会
」
で
す
。



素敵な出会い応援します！素敵敵なな出

地方創生地方創生まち・ひと・しごとまち・ひと・しごと
　十和田市　婚活支援 検索

問政策財政課地方創生・婚活支援係 ☎516712

婚活支援事業

　結婚を希望する独身男女の出会いから結婚までを応援し、身近な世話人として協力していただく
「十和田市婚活応援サポーター（個人、企業・団体）」を募集しています。
　※市での婚活を応援していただける人であれば、資格や年齢・性別、居住地の条件はありません。
　◆婚活応援サポーターの役割
　　▷県が設置する「あおもり出会いサポートセンター」に登録する独身男女の掘り起こし
　　▷結婚を希望する独身男女やその家族などへの婚活支援情報の提供
　　▷結婚を希望する独身男女の交流イベントや出会いの場づくりなどの自主的な企画、実施
　　　※ボランティアとしてご協力いただくので報酬はありません。
　◆応募方法　政策財政課の窓口または市ホームページからダウンロードした申込用紙に記入の上、
　　　　　　　持参、郵送、FAXのいずれかで応募してください。

❖ 十和田市婚活応援サポーターを随時募集しています

　◆対象事業　結婚を希望する独身男女に出会いの場を提供する事業
　　　　　　　結婚を促進するための事業
　◆補助金額　補助対象経費の全額または30万円のいずれか低い額以内
　　　　　　　※１団体につき、同一年度において30万円を限度とします。
　　婚活イベントなどの実施を検討している団体は、お気軽にご相談ください。

  出会いの場を提供する十和田市婚活応援サポーター団体に補助金を交付します

結婚を希望する人を対象に、自身の魅力を高めるための男女別セミナーを開催します。
　とき　６月30日㈯　午後１時30分～４時30分（受付　午後１時～）　
　ところ　市民交流プラザ「トワーレ」
　対象　20歳以上の独身の人　男女各10人（先着順）
　　　　※男性は、上十三・十和田湖広域定住自立圏（十和田市、
   　　　　三沢市、野辺地町、七戸町、六戸町、横浜町、東北町、
　　　　　六ヶ所村、おいらせ町、小坂町）に住んでいる人
　　　　※女性は居住地を問いません。
　内容　★男女別セミナー
　　　　　男性向け　
　　　　　異性に選ばれるための「ファッション力」アップセミナー
　　　　　　より自分に似合うファッションやコーディネートを学びます。
　　　　　女性向け
　　　　　より魅力的な女性になるための「美肌＆美メイク術」セミナー
　　　　　　自分の肌に合わせたケアやメイクのコツを学びます。
　　　　　※普段通りのメイクをしてご参加ください。また、使用している
　　　　　 　メイク道具、大きめの鏡（ 立てられるタイプのもの ）を持参ください。
　　　　★男女合同の交流会
　参加費　500円（交流会の軽食代）
　申込期限　６月26日㈫　　　

❖ 市主催　 「初対面、もう怖くない」第一印象力アップセミナー開催

岡　詩子さん

男性向けセミナー講師

「ぬい目の見えな
い」完全手縫いリ
ネンブランド ハン
サムリネンＫＯＭＯ
クリエーター、カ
ラー・ファッショ
ンコンサルタント

久慈　美穂さん

女性向けセミナー講師

2016年OPPEN化粧
品メイクアップコン
テスト全国大会で
トップに立つ。現在
は、エステティシャ
ンやビューティーア
ドバイザーの養成を
行っている。ビューティーアドバイザー

問 政策財政課地方創生・婚活支援係☎516712、FAX㉔9616
 　NPO法人プラットフォームあおもり☎017-763-5522
 　FAX017-763-5523　メール： info@platform-aomori.org

申
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問十和田市農業委員会
☎516740

のうぎょうとのうぎょうと
農業委員会農業委員会
第33号第33号

　

２
月
10
日
、
奥
入
瀬
麦
酒
館
に
お
い
て
、

市
農
業
後
継
者
対
策
協
議
会
主
催
に
よ
る

交
流
会
第
８
弾
「
十
和
田
恋
物
語
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
男
性
７
人
、
女
性
６
人
が

参
加
し
、
雪
玉
灯
ろ
う
作
り
、
雪
山
で
の

ソ
リ
す
べ
り
ゲ
ー
ム
、
花
火
な
ど
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

当
日
は
２
月
に
し
て
は
珍
し
く
気
温
が

高
く
、
雨
が
ち
ら
つ
く
空
模
様
の
中
、
雨

に
濡
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
崩
れ
て
し
ま
う

雪
玉
灯
ろ
う
も
あ
り
ま
し
た
が
、
無
事
に

10
台
に
点
灯
。
色
セ
ロ
ハ
ン
を
使
っ
た
色

と
り
ど
り
の
や
さ
し
い
光
が
参
加
者
た
ち

を
包
み
込
み
ま
し
た
。

　

奥
入
瀬
麦
酒
館
の
奥
入
瀬
ビ
ー
ル
や
お

い
し
い
料
理
に
よ
り
会
話
も
弾
み
、
２
組

の
カ
ッ
プ
ル
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

７
月
に
も
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
に
。

◆
無
断
で
転
用
す
る
と
…　

　

許
可
を
受
け
ず
に
無
断
で
転
用
す
る
と

農
地
法
違
反
と
な
り
、
工
事
の
中
止
、
原

状
回
復
な
ど
の
行
政
処
分
や
、
罰
則
と
し

て
３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
３
０
０
万
円

以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

地
域
に
よ
っ
て
は
転
用
が
制
限
さ
れ
て

い
る
場
所
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご

■
農
地
転
用
は
許
可
が
必
要
で
す

◆
農
地
転
用
と
は
…　

　

農
地
を
住
宅
や
店
舗
、
駐
車
場
と
し
て

利
用
す
る
な
ど
農
地
以
外
の
用
途
に
す
る

こ
と
で
す
。

　

一
時
的
に
資
材
置
き
場
や
砂
利
採
取
場

と
し
て
利
用
す
る
場
合
で
も
転
用
許
可
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

登
記
地
目
が
山
林
・
原
野
な
ど
で
も
、

現
況
地
目
が
農
地
の
場
合
に
は
、
許
可
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

「十和田恋物語」で制作した雪玉灯ろう。
温かく暗がりを照らす光が幻想的

農
地
は
適
正
に
管
理
し
ま
し
ょ
う

■
耕
作
せ
ず
に
農
地
を
放
置
し
て
い
ま
せ

　

ん
か

　

農
地
を
荒
廃
さ
せ
て
し
ま
う
と
、
元
の

優
良
な
農
地
に
戻
す
に
は
相
当
な
労
力
と

時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　

遊
休
農
地
に
し
て
お
く
と
雑
草
の
繁
茂

や
種
子
の
飛
散
・
病
害
虫
の
発
生
な
ど
に

よ
り
周
辺
の
農
地
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と

と
も
に
、
ご
み
な
ど
を
不
法
投
棄
さ
れ
る

恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
遊
休
農
地
に

認
定
さ
れ
た
ま
ま
放
置
し
て
い
る
と
固
定

資
産
税
の
課
税
が
現
行
の
１
・
８
倍
に
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

相
談
く
だ
さ
い
。
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◆
耕
作
が
で
き
な
い
人
は
…　

　

高
齢
や
労
力
不
足
、
あ
る
い
は
農
地
を

相
続
し
た
が
農
業
を
し
た
こ
と
が
な
い
な

ど
の
理
由
で
農
地
を
放
置
し
て
い
ま
せ
ん

か
。

　

農
地
中
間
管
理
機
構
で
は
、
一
定
の
条

件
に
該
当
す
る
場
合
に
農
地
の
借
り
手
を

探
し
ま
す
。
ま
た
、
農
業
委
員
会
で
も
農

地
を
売
り
た
い
人
、
貸
し
た
い
人
の
希
望

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

「
十
和
田
恋
物
語
」
で

　
　
　
　
　

カ
ッ
プ
ル
２
組
成
立
♥

家
族
経
営
協
定
を
締
結
し
て

　

農
業
者
年
金
の
政
策
支
援
加
入
を

　
　

す
る
農
業
者
が
増
え
て
い
ま
す

　

積
立
方
式
の
公
的
年
金
で
あ
る
農
業
者

年
金
は
通
常
加
入
で
あ
れ
ば
保
険
料
が
最

低
で
も
月
２
万
円
。
「
終
身
年
金
で
節
税

に
も
な
っ
て
良
い
制
度
だ
け
ど
、
ち
ょ
っ

と
高
い
な
」
と
い
う
人
に
朗
報
で
す
。
月

額
最
大
１
万
円
の
保
険
料
の
補
助
が
あ
る

「
政
策
支
援
加
入
」
と
い
う
国
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
補
助
の
部
分
も
将

来
経
営
継
承
を
す
れ
ば
特
例
付
加
年
金
と

し
て
受
給
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

政
策
支
援
加
入
を
す
る
た
め
に
は
、
39

歳
ま
で
に
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
、
さ
ら

に
認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
の
経
営
者
や

経
営
者
と
家
族
経
営
協
定
（
家
族
で
労
働

条
件
な
ど
の
ル
ー
ル
を
明
文
化
）
を
締
結

し
た
妻
、
あ
る
い
は
後
継
者
と
い
っ
た
、

一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
家
族
経
営
協
定
書
の
作
成
支
援

を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
機
に
政

策
支
援
加
入
し
て
み
た
い
と
い
う
人
は
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

４月18日に後継者の政策支援加入
目的で家族経営協定を結んだ深持
地区の佐々木さんご家族。
出前説明会の際、農業委員に勧め
られたのが協定締結のきっかけ

耕作放棄地の一例



　次の地域の農地について、受け手と出し手を募集しています。価格などの条件は交渉できる場合がありますの
で、希望する農家の人はご連絡ください。

のうぎょうと農業委員会　第33号

農地情報（平成30年４月現在）

●受け手を募集しています

№ 区分 希望地域 登記
地目

現況
地目

合計面積
（㎡）

10ａ当りの
希望価格

H28 －３ 貸付 奥瀬字下川目　　　　　　　　４筆 田・畑 田 11,265 水利費相当額
H28 －５ 売却 切田字南川原 １筆 田 田 1,429 要相談
H28 －７ 売却 相坂字小林 １筆 畑 畑 1,286 要相談

H28 －８ 売却
八斗沢字家ノ下 ３筆

田・原野 田 11,228 要相談
八斗沢字伊谷沢 １筆

H28 － 10 売却 三本木字一本木沢 ３筆 田・畑 田・畑 3,244 要相談
H28 － 11 貸付 深持字佐々木平 ２筆 田 田 5,319 要相談
H28 － 12 売却 三本木字一本木沢 １筆 畑 田 3,251 要相談
H28 － 13 売却 三本木字一本木沢 ２筆 田 田 5,365 要相談
H28 － 14 貸付・売却 三本木字下川原 ３筆 田 田 6,213 要相談

H28 － 15 売却
米田字北野 １筆

田・畑 田・畑 6,351 要相談米田字高谷 １筆
米田字向町 ２筆

H28 － 18 貸付・売却 相坂字相坂 ２筆 畑 畑 1,937 要相談

H28 － 19 貸付
切田字繁見 ３筆

田・畑 田・畑 6,498 相場程度切田字印 １筆
切田字程野 １筆

H29 －５ 貸付 西六番町 １筆 畑 畑 1,241 無償
H29 －６ 売却 奥瀬字下川目 １筆 田 田 3,022 要相談
H29 －７ 売却 深持字梅山 １筆 田 田 887 30 万円

H29 －８ 貸付・売却

切田字上谷地 １筆

田・畑 田・畑 19,420 要相談
切田字後瀬沢 １筆
切田字前谷地 １筆
切田字谷地 １筆
切田字横道 ３筆

H29 －９ 売却 八斗沢字砂土路 １筆 田 田 3,555 要相談

H30 －１ 貸付・売却
藤島字後ノ沢 ２筆

田・畑 田・畑 4,785 無償・要相談藤島字中道 １筆
藤島字薬師前 １筆

●出し手を募集しています

№ 区分 希望地域 現況地目 希望面積
（㎡） 作付予定 10ａ当りの

希望価格

H28 －１ 借入 元町東地区から北側（元町
東、三本木北平など） 田 10,000 ～ 水稲 １万円

水利費などは協議
H28 －２ 借入 洞内周辺 田・畑 10,000 ～ 未定 要相談
H29 －１ 買受 大沢田字大下内周辺 田・畑 － － 要相談
H29 －２ 買受 奥瀬または沢田 田 － － 要相談

H29 －３ 借入・買受 深持（板ノ沢周辺）および
三本木（八郷周辺） 田・畑 － － 借入　  　　要相談

買受　20 ～ 30 万円
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平成29年度子ども議員提案企画年度子ども議員提案企年度子ども議員提案企画

「データから見る！わがまち十和田市」「デーータから見見る！わわががままちち十十十和和和田田田市市市市」」
今月のデータは、麻しん（はしか）・風しん麻麻しんん（ははしかか））・風風しんん（第１期）（第第１期期）のの予予防防接接種率です。

第９回第第９９９回回回回回回回回回回回回回

（平成28年度）最下位最下位位県内10市中 やられた～
接種率が

や

　この予防接種は２回の接種で十分な効果が期待できます。接種推奨
時期は、１回目が１歳から２歳までの間、２回目が小学校入学前の１
年間です。子どもたちの健康を守るため予防接種を受けさせましょう。予防接種を受けさせましょう。

受賞作品「アニマル眼鏡」

　全国から8,492点の力作が寄せられた第40回未
来の科学の夢絵画展において、新

にいぜ き

関乃
の え

英さん
（南小１年、受賞時さつき幼稚園）が、幼稚園・
保育園の部で最高賞である発明協会会長賞を受賞
しました。
（作品の説明）
　苦しんでいる動物は、どこが痛いのか言葉で
伝えられないので、アニマル眼鏡を使って、骨
や内臓などの悪いところを見つけて、早く治療
してあげられます。

全全国国でで１１位位ををととりりままししたた♪♪

コース　１周コース（約50㎞）
　　　　ファミリーコース（約12㎞）
定員　1,000人（先着順）
料金　大人3,000円、中学生2,000円、小学生1,500円
　　　（小学生未満無料、ファミリーコースは遊覧船代を含む）
　　※料金は、実行委員会が指定する郵便局の指定口座へ振り
　　　込みをお願いします。
申込期限　６月16日㈯必着
申し込み方法　次のいずれかで申し込んでください。
　①インターネット
　（www.toonippo.co.jp/event/
　　towadako_walk/）
　②郵送（〒018-5501奥瀬十和田湖畔休屋486十和田
　　湖国立公園協会内）※申し込み用紙などは、実行
　　委員会に郵送を依頼してください。

問十和田湖ウオーク実行委員会
　☎080-9254-7556（対応時間午前９時～午後５時）
　メール　towadakowalk@air.ocn.ne.jp

麻しん（はしか）・風しん第１期
の予防接種率

（％）

（年度）

■

■
■

■

■

■

■

■

91.291.2 83.683.6

97.897.8

105.8105.8

98.9

97.3
94.0 94.5

■　県平均
■　十和田市
十和田市の県内
10市中の順位

１位１位

６位６位

８位８位10位10位80

100

120

2825 26 2724

■

■

89.489.4

99.5

10位10位

～歩いて体感！神秘の大自然～
２０１８

　世界に誇る十和田湖の自然環境と景観を楽しみながら
歩くウオーキングイベントです。 ７月22日㈰７７７月月月月月22222日日日日㈰㈰㈰㈰ときとととととととときききききききききき

ところととととととこここここころろろろろろろ 十和田湖ウオーク特設会場十十十和和和田田湖湖湖ウウウオオーーククク特特設設設会会会場場
十和田市大字奥瀬字十和田湖畔休屋486
多目的広場　※休屋北駐車場向かい

１周
コース

約 Km5050 ファミリー
コース

約 Km1212

参加者募集参加者募集

ファミリーコースは、ファミリーコースは、
開会式後、スタート地点開会式後、スタート地点
の子ノ口までフェリーでの子ノ口までフェリーで
移動します。移動します。

スタート：午前６時スタート：午前６時
開会式：午前５時40分開会式：午前５時40分
（受付：午前４時～）（受付：午前４時～） スタート：開会式後スタート：開会式後

開会式：午前10時（受付：午前９時～）開会式：午前10時（受付：午前９時～）



〜上⼗三・⼗和⽥湖広域定住⾃⽴圏情報〜

　上十三・十和田湖広域定住自立
圏圏域のイベント情報をお届けし
ます♪

みんな
で

出かけ
よう

七戸町

しちのへバラまつり2018
　ローズガーデンには、約50品種・
5,000本のバラが咲き誇ります。期間中
は、バラの栽培講習会や摘み取り体験、
苗木の特別販売会などが行われます。
　毎年多くの来場者で盛り上がり、子
どもから大人まで楽しめます。

▼とき　６月16日㈯～７月８日㈰
　　　　午前９時～午後４時

▼ところ 東八甲田ローズカントリー
問東八甲田ローズカントリー☎625400

東北町

かみきた夏まつり

▼とき　７月７日㈯、８日㈰

▼ところ　上北町駅前イベント広場
　　　　　駅前商店街

▼内容　１日目　午後７時～９時
　　　　　　　　ドリンクラリー
　　　　２日目　午前10時～午後４時
　　　　　　　　縁日、露店
　　　　　　　　ビンゴ大会　他
問上北町商工会☎562335

市街地や下北半島、八甲田連峰など、
360度の大パノラマが楽しめます。
勾配が緩く、登りやすいので、初心
者や家族連れにもオススメです。

▼とき　６月17日㈰　

▼ところ　烏帽子岳

とわだ産品販売戦略課 検索問とわだ産品販売戦略課☎516743とわだ産品情報

　市では、６次産業化に取り組む事業者をはじめ、
農産物の加工に取り組む人を支援しています。
　各種研修会を開催しますので、ご参加ください。

生産物の価値を高め、所得を増やす「６次産業化」を応援します生産物の価値を高め、所得を増やす「６次産業化」を応援します

　機器の使用方法を学びながら野菜の加工品など
を作ります。機器別に今年度は３回を予定してい
ます。

とき　６月８日㈮　午後１時30分～４時
ところ　道の駅「奥入瀬」味楽工房
内容　乾燥機と粉砕機を
　　　使用した加工体験
定員　20人
申込期限　６月６日㈬

道の駅「奥入瀬」味楽工房

第１回味楽工房食品加工室研修会

　全ての食品事業者に義務化が予定されており、
その対応が求められています。具体的な制度のポ
イントを説明します。

とき　６月13日㈬　午後１時～４時
　　　　　14日㈭　午前９時～正午
ところ　市民図書館
対象　生産者および加工に
　　　取り組む人
定員　20人
申込期限　６月８日㈮
●９月18日㈫、19日㈬に
　飲食店対象のセミナーを開催予定です。

H
ハ サ ッ プ

ACCP（※）対応セミナー

※６次産業化とは…
　農林漁業者（１次産業）×食品加工（２次産業）×流
通・販売（３次産業）＝６次産業化。
　農林漁業者が自分たちの生産物の価値を高め、それに
より、所得（収入）を向上させていこうという取り組み
です。

　※製品の安全性を確保しようとする衛生管理の手法

野辺地町

　平成26年に野辺地町が譲渡を受け
た「みちのく丸」が常夜燈公園に陸
揚げされています。
　「みちのく丸」は船大工16人によ
り作られ、平成17年に完成した全長
32ｍ、全幅8.5ｍ、帆柱の高さ28ｍの
北前型弁才船の復元船です。

▼とき　開催中～７月15日㈰
　常夜燈フェスタで船内見学を実施予定

▼ところ　常夜燈公園

復元北前型弁
べざいせん

才船「みちのく丸」
が陸揚げ展示されました！

　標高720ｍの「烏帽子岳」では、
高度とともに変化する亜高山植物が
多くみられ、頂上からは野辺地町の

烏
え

帽
ぼ

子
し

岳
だけ

山開き

問野辺地町地域戦略課☎0175642111

問（一財）野辺地町観光協会
   ☎0175649555
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下水道区域内の皆さんへ下水道区域内の皆さんへ
問 下水道課☎㉕ 4015下水道への接続をお願いします下水道への接続をお願いします

　市では、市民の皆さんに健康で快適な生活を送っていただくため、下水道整備を行っています。生活環境
の改善や川などの水質保全のためにも１日も早い接続をお願いします。

　市の指定を受けた排水設備工事業者に排水設備の工事を依頼する
ことが必要です。
　市の指定を受けた排水設備工事業者は、市ホームページでご確認
いただくかお問い合わせください。

下水道を使用するには…

問 下水道課☎㉕ 4015融資あっせんと利子補給をご活用ください
下水道区域内・下水道区域外の双方の皆さんにご活用いただけます下水道区域内・下水道区域外の双方の皆さんにご活用いただけます

　市では、水洗化等の資金について、市内金融機関へ融資のあっせんと融資に対する利子分を市が負担する
制度があります。
　詳しくは、市ホームページでご確認いただくかお問い合わせください。

　市では、下水道区域外の住民の皆さんにも同様に、健康で快適な住環境の整備と、公共用水域の保全を図
るため、浄化槽整備事業を行っています。

　浄化槽整備事業は、市と事業契約を結んでいるティ・エム・イー株式会社が、合併浄化槽の設置とその後
の維持管理を行う事業です。

合併浄化槽の設置には浄化槽整備事業浄化槽整備事業をご活用ください

❖　事業のメリット

　浄化槽設置にかかる工事費用は、
下表の分担金以外かかりません。

浄化槽人槽 分担金

５人槽 94,000円

７人槽 110,000円

10人槽 140,000円

❖　工事の概要

　❖　浄化槽設置工事以外の排水設備工事などの費用は、浄化槽整備事業の申請者の負担となります。
　❖　工事完了後、市の検査を受け、検査終了後、ティ・エム・イー株式会社が維持管理を行います。
　❖　維持管理費は、下水道使用料として水道料金と一緒に毎月お支払いいただきます。

❖　浄化槽普及促進補助制度も併せて活用をご検討ください

　浄化槽整備事業を活用いただいた場合、浄化槽１基につき、110,000円の補助を受けることができます。
　ただし、補助を受けるためには、その他にも条件がありますので、詳しくはお問い合わせください。

合併浄化槽の設置をお願いします 問 下水道課☎㉕ 4015
問 ティ・エム・イー㈱☎㉒ 7018

下水道区域外の皆さんへ下水道区域外の皆さんへ

写真は、５人槽の
合併浄化槽だよ

下水道に接続
すると自然に
もやさしいね
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☎㉓ 5111
FAX㉒ 5100

問…問い合わせ先
…申し込み先
※費用の記載がない
　ものは無料です。

土・日曜日および祝日は閉庁

❖お知らせの表記

市役所代表
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身
体
障
害
者
巡
回
診
査
お
よ
び
更
生
相
談

を
実
施
し
ま
す

と
き　

７
月
４
日
㈬　

▼
受
付　

午
前
９
時
〜
10
時
30
分

▼
診
査　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

市
役
所
新
館
５
階
会
議
室

持
ち
物　

印
鑑
、
身
体
障
害
者
手
帳
（
お

　

持
ち
の
人
）

対
象　

次
に
該
当
す
る
肢
体
不
自
由
の
人

▼
身
体
障
害
者
手
帳
（
以
下
「
手
帳
」）
の

　

交
付
を
受
け
る
た
め
診
査
を
必
要
と
す

　

る
人

▼
手
帳
の
再
認
定
を
必
要
と
さ
れ
た
人

▼
手
帳
の
障
害
程
度
・
等
級
に
変
更
が
あ

　

る
人

▼
補
装
具
の
交
付･

再
交
付
ま
た
は
修
理

　

を
必
要
と
す
る
人

▼
生
活
・
医
療
の
相
談
を
希
望
す
る
人

対
象
に
な
ら
な
い
人

▼
脳
血
管
障
害
（
脳
卒
中
・
脳
梗
塞
な
ど
）

　

発
症
後
３
カ
月
未
満
の
人

▼
電
動
車
い
す
、
座
位
保
持
装
置
、
特
例 

　

補
装
具
の
処
方
を
要
す
る
人

▼
義
肢
・
装
具
お
よ
び
車
い
す
に
つ
い
て  

　

複
雑
な
処
方
を
要
す
る
人

※
症
状
に
よ
っ
て
そ
の
場
で
判
定
が
困
難

　

な
場
合
は
、
指
定
医
師
の
い
る
医
療
機

　

関
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

　

ま
す
。

※
巡
回
診
査
な
ど
を
希
望
す
る
人
は
、
６

　

月
27
日
㈬
ま
で
に
生
活
福
祉
課
へ
ご
連

　

絡
く
だ
さ
い
。

問
生
活
福
祉
課
☎
51
６
７
１
８

夏
季
に
お
け
る
市
職
員
の
服
装

　

９
月
末
日
ま
で
「
夏
季
の
軽
装
期
間
」

と
し
て
、
暑
さ
を
し
の
ぎ
や
す
い
服
装
で

仕
事
を
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
人
事
課
☎
51
６
７
０
５

国
保
加
入
者
で
住
所
地
に
居
住
し
て
い
な

い
人
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　

８
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
を
、
７
月
初
旬
に
住
所
地

の
世
帯
主
宛
て
に
簡
易
書
留
で
送
付
し
ま

す
。
ま
た
、
70
〜
74
歳
の
人
に
は
高
齢
受

給
者
証
を
同
封
し
ま
す
。

　

特
別
な
事
情
で
住
所
地
に
居
住
し
て
い

な
い
世
帯
の
人
は
、
郵
便
局
で
転
送
の
手

続
き
を
す
る
か
、
国
民
健
康
保
険
課
の
窓

口
で
６
月
29
日
㈮
ま
で
に
転
送
依
頼
の
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
世
帯
員
個
別
の
転
送
は
受
け
付
け
し
て

　

お
り
ま
せ
ん
。

問
国
民
健
康
保
険
課
☎
51
６
７
５
０

差し押さえした不動産を公売します
問収納課☎516784

※公売物件の見積価格や公売保証金などは、市役所・
　十和田湖支所に掲示の公売公告か市ホームページで
　ご確認ください。
※公売物件の詳細内容、図面、写真などは収納課で閲
　覧できます。

▼入札日時　７月６日㈮　午前 10 時～ 10 時５分

▼場所　市役所新館４階会議室

入札
番号 不動産の所在 登記

地目 面積

１ 大字法量字篠ノ沢３番 山林 80,579㎡

計
量
器
（
は
か
り
）
の
定
期
検
査
を
受
け

ま
し
ょ
う

　

取
引
・
証
明
に
使
用
す
る
は
か
り
は
、

２
年
に
１
回
定
期
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

計
量
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
は

か
り
を
使
用
す
る
人
は
、
必
ず
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

と
き　

６
月
11
日
㈪
〜
15
日
㈮
、
25
日
㈪

　

〜
28
日
㈭

と
こ
ろ　

十
和
田
お
い
ら
せ
農
業
協
同
組

　

合
三
本
木
事
業
所
四
号
倉
庫
ほ
か

対
象　

商
店
、
病
院
、
調
剤
薬
局
、
食
品

　

製
造
業
、
運
送
業
、
農
業
、
精
米
業
な
ど

※
は
か
り
ご
と
に
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

※
新
た
に
は
か
り
を
取
得
し
た
人
は
、
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
商
工
労
政
課
☎
51
６
７
７
３

　
（
一
社
）
青
森
県
計
量
協
会

　

☎
０
１
７
・
７
２
９
・
１
７
０
３

６
月
３
日
㈰
か
ら
９
日
㈯
ま
で
は
『
危
険

物
安
全
週
間
』
で
す

　

平
成
30
年
度
危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語

　
「
こ
の
一
球　

届
け
無
事
故
へ　

み
ん

　

な
の
願
い
」

　

ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
、
軽
油
な
ど
の
危
険

物
は
、
貯
蔵
や
取
り
扱
う
際
の
一
瞬
の
油

断
が
大
き
な
災
害
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ガ

ソ
リ
ン
や
灯
油
、
軽
油
の
携
行
缶
に
つ
い 

て
の
注
意
事
項
を
今
一
度
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

　

詳
し
い
注
意
事
項
に
つ
い
て
は
、
十
和

田
地
域
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

問
十
和
田
地
域
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

　

予
防
課
☎
㉕
４
１
１
３

険
課
☎
51
６
７
５
０
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事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
の
年
度
更
新
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

　

労
働
保
険
の
年
度
更
新
を
行
っ
て
い
た

だ
く
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
30
年
度

の
申
告
・
納
付
期
間
は
、
６
月
１
日
㈮
か

ら
７
月
10
日
㈫
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
お
近
く
の
金
融
機
関
・
郵

便
局
な
ど
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
青
森
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
０
１
７
・
７
３
４
・
４
１
４
５

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
す

と
き　

６
月
10
日
㈰
〜
９
月
９
日
㈰

▼
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

▼
７
・
８
月
ナ
イ
タ
ー　

午
後
６
時
〜
８

　

時
30
分

問
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
☎
㉕
４
８
４
６

　

市
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
☎
㉕
５
５
５
５

中
央
病
院
職
員
（
病
院
事
業
職
員
）
募
集

　

平
成
31
年
４
月
採
用
の
医
療
職
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種
・
採
用
人
数

▼
看
護
師　

９
人
程
度

▼
薬
剤
師　

２
人
程
度

▼
臨
床
検
査
技
師　

１
人
程
度

▼
臨
床
工
学
技
士　

１
人
程
度

▼
社
会
福
祉
士　

１
人
程
度

▼
診
療
情
報
管
理
士　

１
人
程
度

試
験
日
（
１
次
試
験
）
７
月
22
日
㈰

試
験
会
場　

市
立
中
央
病
院

申
し
込
み
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ

　

り
中
央
病
院
業
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。
募
集
要
項
と
受
験
申
込
書
は
中

　

央
病
院
総
合
案
内
で
配
付
し
て
い
る
ほ

　

か
、
中
央
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
期
限　

６
月
21
日
㈭

　
（
郵
送
は
申
込
期
限
当
日
の
消
印
有
効
）

問
中
央
病
院
業
務
課
☎
㉓
５
１
２
１

　
（
内
線
３
２
２
１
）

八
戸
盲
学
校
・
八
戸
聾
学
校　

協
働

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
の
お
知
ら
せ

　

盲
学
校
・
聾
学
校
教
員
が
「
見
え
、
聞

こ
え
、
こ
と
ば
、
発
達
」
な
ど
に
関
す
る

相
談
支
援
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

と
き　

７
月
12
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
〜

　

４
時
30
分

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

乳
幼
児
〜
成
人
（
ご
家
族
や
担
任

　

の
先
生
も
可
）

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す（
保
健
セ
ン
タ
ー

　

に
申
し
込
み
用
紙
が
あ
り
ま
す
）。　

問
八
戸
盲
学
校
・
八
戸
聾
学
校
相
談
支
援

　

セ
ン
タ
ー
☎
０
１
７
８
・
４
３
・
３
９
６
２

惣そ
う
べ辺
牧
場
広
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

　

今
年
も
キ
ャ
ン
プ
場
や
休
憩
所
を
備
え

た
牧
場
広
場
が
惣
辺
牧
野
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
利
用
を
希
望
す
る
場
合
、
印
鑑
を

持
参
の
上
、
事
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

期
間　

６
月
１
日
㈮
〜
９
月
30
日
㈰

問
田
代
牧
野
畜
産
農
業
協
同
組
合　

　

☎
72
２
６
９
０

　

農
林
畜
産
課
☎
51
６
７
４
５

■平成 29年度情報公開制度・個人情報保護制度による開示状況 問総務課☎51 6719

実施機関 請求件数 決定件数 不服申し
立て件数全部開示 一部開示 非開示

市長（※） ３ ２ １ ０ ０
病院事業管理者 25 25 ０ ０ ０
合計 28 27 １ ０ ０

※水道事業および下水道事業の管理者権限を行う市長を含む。
個人情報保護制度…市が持っている皆さんの情報の取り扱いに
ついてのルールを定め、個人の権利利益を保護しようとする制
度です。自分に関する情報を知りたいときにその開示を請求し
たり、誤りがあるときに訂正を請求したりすることができます。

▼情報公開制度による開示請求の件数と処理状況

実施機関 請求件数 決定件数 不服申し
立て件数全部開示 一部開示 非開示

市長（※） 30 12 16 ２ ０
病院事業管理者 １ ０ １ ０ ０
教育委員会 ５ ０ ５ ０ ０
選挙管理委員会 １ １ ０ ０ ０
合計 37 13 22 ２ ０

※水道事業および下水道事業の管理者権限を行う市長を含む。
情報公開制度…市が持っている公文書の開示請求権を皆さんに
保障するとともに、情報の公開・提供を進めていく制度です。

▼個人情報保護制度による開示請求の件数と処理状況

６
月
１
日
㈮
か
ら
10
日
㈰
ま
で
は
「
電
波
利

用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」
で
す

　

電
波
は
航
空
機
や
船
舶
、
警
察
、
消
防
、

救
急
用
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
の
安
全
・

安
心
の
確
保
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
不
法

電
波
は
人
命
に
か
か
わ
る
重
要
無
線
通
信

を
妨
害
し
て
、
私
た
ち
の
生
活
を
脅
か
し

ま
す
。

　

電
波
の
混
信
・
妨
害
に
つ
い
て
は
総
務

省
東
北
総
合
通
信
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
総
務
省
東
北
総
合
通
信
局

　

☎
０
２
２
・
２
２
１
・
０
６
４
１

自
死
遺
族
の
つ
ど
い　

　

大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
人
が

集
ま
り
、
自
分
の
体
験
や
思
い
を
心
お
き

な
く
話
せ
る
安
心
な
場
で
す
。
聞
く
だ
け

で
も
構
い
ま
せ
ん
。

と
き　

７
月
７
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
〜

　

３
時
30
分

と
こ
ろ　

八
戸
駅
ユ
ー
ト
リ
ー
４
階
研
修
室

問
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　

こ
こ
ろ
の
電
話
・
齋
藤

　

☎
０
１
７
・
７
８
７
・
３
９
５
７
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県
営
上
平
団
地
入
居
者
募
集

募
集
戸
数　

２
Ｄ
Ｋ
・
１
Ｄ
Ｋ　

各
１
戸

入
居
可
能
予
定
日　

８
月
１
日
㈬

家
賃

▼
２
Ｄ
Ｋ　

１
６
７
０
０
円
〜
３
２
８
０
０
円

▼
１
Ｄ
Ｋ　

１
３
６
０
０
円
〜
２
６
７
０
０
円

　
（
所
得
金
額
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
）

※
駐
車
場
使
用
料
（
１
台
１
３
０
０
円
程

　

度
）
を
家
賃
と
は
別
に
徴
収
し
ま
す
。

選
考
方
法　

応
募
者
多
数
時
公
開
抽
選

申
込
期
限　

６
月
15
日
㈮

土
壌
診
断
の
補
助
金
申
請
を
受
け
付
け
し

ま
す

　

出
荷
・
販
売
を
目
的
と
し
た
野
菜
生
産

に
取
り
組
む
農
家
の
土
づ
く
り
に
対
し

て
、
土
壌
診
断
に
係
る
経
費
（
消
費
税
、

送
料
、
手
数
料
を
除
く
）
の
２
分
の
１
以

内
を
補
助
し
ま
す
。

必
要
な
物　

▼
申
請
書
▼
土
壌
診
断
書
の

　

写
し
な
ど

申
請
期
間　

６
月
11
日
㈪
〜
平
成
31
年
２

　

月
12
日
㈫　
　
　

問
農
林
畜
産
課
☎
51
６
７
３
６　

創
業
・
起
業
支
援
制
度
説
明
会
・
起
業
家

座
談
会
参
加
者
募
集

　

創
業
・
起
業
の
関
係
機
関
が
一
堂
に
集

ま
り
、
支
援
制
度
に
つ
い
て
説
明
す
る
ほ

か
、
先
輩
起
業
家
か
ら
創
業
体
験
談
を
聞

け
る
座
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

６
月
14
日
㈭　

午
後
４
時
〜
６
時

と
こ
ろ　

市
民
交
流
プ
ラ
ザ「
ト
ワ
ー
レ
」

対
象　

創
業
・
起
業
に
興
味
、
関
心
が
あ

　

る
人
、
創
業
・
起
業
を
検
討
し
て
い
る

　

人
、
創
業
・
起
業
し
て
間
も
な
い
人

申
し
込
み
方
法　

商
工
労
政
課
に
備
え
付

　

け
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
参
加
申
込
書
に
必
要

　

事
項
を
記
入
の
上
、申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

６
月
12
日
㈫

問
青
森
県
地
域
産
業
課

　

☎
０
１
７
・
７
３
４
・
９
３
７
４

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
７
・
７
３
４
・
８
１
０
７

　

メ
ー
ル　

chiikisangyo@
pref.　

　

　

aom
ori.lg.jp

第
26
回
青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会
市
代
表

選
手
選
考
予
選
会　

出
場
者
募
集

と
き　

１
回
目　

６
月
９
日
㈯

　
　
　

２
回
目　

６
月
23
日
㈯

※
い
ず
れ
も
午
後
５
時
30
分
受
付
、
午
後 

　

６
時
ス
タ
ー
ト
、
小
雨
決
行
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

市
陸
上
競
技
場

対
象　

高
校
生
以
上
の
市
民
、
市
内
の
中

　

学
校
卒
業
者
、
市
内
に
勤
務
す
る
人

選
考
方
法　

男
子
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
女

　

子
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
タ
イ
ム
測
定
と

　

各
種
大
会
の
記
録
を
参
考
と
し
ま
す
。

申
込
期
限　

各
予
選
会
前
日

問
ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
課

　

☎
72
２
３
１
７

市
民
福
祉
体
験
学
習
参
加
者
募
集

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
基
礎
知
識
や
、

車
い
す
・
ア
イ
マ
ス
ク
状
態
で
の
買
い
物

体
験
な
ど
を
し
ま
す
。

と
き　

６
月
21
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
〜

　

４
時
30
分

と
こ
ろ　

市
民
交
流
プ
ラ
ザ「
ト
ワ
ー
レ
」

定
員　

20
人

持
ち
物　

筆
記
用
具

申
込
期
限　

６
月
12
日
㈫

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉓
２
９
９
２

募集種目 応募資格 受付期間 試験期日 試験場所（予定）

自衛官
候補生

18 歳以上 27
歳未満の人

年間を通じ
て行ってい
ます。

６月 16 日㈯
　　 17 日㈰

青森駐屯地
八戸駐屯地

平成 30年度自衛官募集 問自衛隊青森地方協力本部
　三沢募集案内所☎53 1346

警
察
官
Ａ
募
集

対
象　

昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

　

れ
た
人
で
、
大
学
を
卒
業
し
た
人
ま
た

　

は
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
に
大
学
卒

　

業
見
込
み
の
人

試
験
日
（
１
次
試
験
）　

７
月
８
日
㈰

試
験
会
場　

青
森
市
・
八
戸
市
・
弘
前
市

募
集
期
限　

６
月
15
日
㈮

※
８
月
中
旬
に
２
次
試
験
（
会
場
・
青
森

　

市
）
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
十
和
田

　

警
察
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
十
和
田
警
察
署　

警
務
課

　

☎
㉓
３
１
９
５

成
人
式
実
行
委
員
募
集

成
人
式
開
催
日　

平
成
31
年
１
月
13
日
㈰

応
募
資
格　

平
成
10
年
４
月
２
日
〜
12
年

　

４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
８
月
以
降
に
月

　

に
１
回
程
度
開
催
さ
れ
る
平
日
午
後
７

　

時
か
ら
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人

定
員　

20
人

活
動
内
容　

成
人
式
の
企
画
・
構
成
・
運

　

営
な
ど

申
し
込
み
方
法　

次
の
事
項
を
記
入
の
上
、
６

　

月
29
日
㈮
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

▼
住
所
▼
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
▼
電
話

　

番
号
▼
生
年
月
日
▼
性
別
▼
職
業
（
勤

　

務
先
）
ま
た
は
学
校
名

問
ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
課

　

☎
72
２
３
１
８　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
72
３
１
２
３

　

メ
ー
ル　

spogak@
city.tow

ada.lg.jp

※
世
帯
の
合
計
所
得
や
そ
の
他
制
限
が
あ

　

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

問
上
北
地
域
県
民
局　

建
築
指
導
課

　

☎
㉒
８
１
１
１
（
内
線
３
３
８
）
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第
３
回
十
和
田
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

と
き　

７
月
８
日
㈰　

午
前
６
時
〜
午
後

　

２
時
ご
ろ

と
こ
ろ　

特
設
会
場
「
十
和
田
湖
休
屋
地

　

区
」

対
象　

高
校
生
以
上

内
容　

参
加
賞
配
布
、
コ
ー
ス
内
誘
導
な
ど

申
し
込
み
方
法　

氏
名
・
住
所
・
電
話
番

　

号
を
記
入
の
上
、
実
行
委
員
会
事
務
局

　

へ
メ
ー
ル
か
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

申
込
期
限　

６
月
15
日
㈮

※
市
役
所
前
か
ら
送
迎
バ
ス
が
あ
り
ま
す
。

問
十
和
田
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委

　

員
会
事
務
局
（
商
工
会
議
所
内
）

　

☎
㉔
１
１
１
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
㉔
１
５
６
３

  

メ
ー
ル　

tow
adakom

arathon@

　

 

　

gm
ail.com

自
然
ふ
れ
あ
い
観
察
会
参
加
者
募
集

懐
か
し
の
オ
ン
コ
岳
（
十
和
田
山
）
登
山

と
き
・
集
合
場
所

　

７
月
１
日
㈰　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　

宇
樽
部
桟
橋
前
駐
車
場

対
象　

中
学
生
以
上

定
員　

最
少
催
行
人
員
５
人

費
用　

２
千
円

持
ち
物　

昼
食
、
雨
具
、
登
山
装
備　

申
込
期
限　

６
月
30
日
㈯

問
自
然
公
園
財
団
十
和
田
支
部

　

☎
75
２
３
６
８

中
高
年
再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者
募
集

　

採
用
さ
れ
る
た
め
の
就
職
活
動
の
ポ
イ

ン
ト
（
就
職
活
動
の
準
備
・
応
募
書
類
・

面
接
）
を
学
べ
ま
す
。

と
き　

６
月
22
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
〜

　

３
時
30
分
（
終
了
後
個
別
相
談
あ
り
）

と
こ
ろ　

八
戸
市
総
合
福
祉
会
館
（
八
戸

　

市
根
城
８
丁
目
８　

１
５
５
）

対
象　

45
歳
以
上
の
求
職
中
の
人

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

問
ネ
ク
ス
ト
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
あ
お

　

も
り
☎
０
１
７
・
７
２
３
・
６
３
５
０

寺
子
屋
稲
生
塾
参
加
者
募
集

　

先
人
の
開
拓
精
神
を
学
び
、
郷
土
愛
を

育
み
な
が
ら
、
将
来
の
十
和
田
市
を
切
り

拓
く
人
づ
く
り
を
目
指
し
、
講
話
、
体
験
、

交
流
な
ど
を
全
６
回
行
い
ま
す
。

開
講
式
と
き
・
と
こ
ろ　

６
月
９
日
㈯　

　

午
前
９
時
〜
正
午
・
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

セ
ン
タ
ー　

対
象　

小
学
４
年
〜
６
年
生

※
開
講
式
後
、
講
座
（
１
回
目
）
を
行
い

　

ま
す
。

※
２
回
目
以
降
の
講
座
の
開
催
日
時
・
場

　

所
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
課

　

☎
72
２
３
１
８

昨年の様子

プ
ー
ル
監
視
員
募
集

対
象　

18
歳
以
上
で
泳
げ
る
人

業
務
内
容　

監
視
、
清
掃
、
受
付
、
環
境

　

整
備
な
ど　

※
救
命
講
習
有
り

勤
務
場
所　

①
市
民
プ
ー
ル
②
十
和
田
湖

　

総
合
運
動
公
園
プ
ー
ル
③
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル

募
集
人
員　

①
13
人
②
３
人
③
２
人

日
給　

①
６
５
０
０
円
②
６
千
円

　

③
６
５
０
０
円

雇
用
期
間　

①
②
６
月
30
日
㈯
〜
８
月
26

　

日
㈰　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

③
６
月
29
日
㈮
〜
８
月
31
日
㈮

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
９
時
15
分
の
シ

　

フ
ト
制　

※
週
休
１
〜
２
日

申
し
込
み
方
法　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の

　

に
顔
写
真
貼
付
・
希
望
勤
務
場
所
記
入
）

　

を
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

６
月
15
日
㈮

面
接
日　

６
月
19
日
㈫　

午
前
９
時
〜

面
接
会
場　

市
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー　

　

２
階
研
修
室

問
市
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
☎
㉕
５
５
５
５
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十
和
田
湖
公
民
館
講
座　

■
ハ
レ
の
日
の
赤
飯
教
室

　

お
め
で
た
い
日
、
記
念
の
日
な
ど
に
か

か
せ
な
い「
赤
飯
」を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

７
月
11
日
㈬　

午
前
９
時
30
分
〜

　

午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　

沢
田
悠
学
館

定
員　

16
人
（
応
募
者
多
数
時
抽
選
）

費
用　

６
０
０
円
（
材
料
費
）

申
込
期
限　

６
月
15
日
㈮

問
十
和
田
湖
公
民
館
☎
72
２
１
０
２

【有料広告欄】　　「広報とわだ」に広告を掲載しませんか。申込先　総務課広報男女参画係☎51 6702

駒
っ
こ
ラ
ン
ド　

■
「
第
４
回
駒
っ
こ
ラ
ン
ド
写
真
コ
ン
テ

　

ス
ト
」
作
品
展

　

来
苑
者
が
撮
影
し
応
募
し
た
、
駒
っ
こ

ラ
ン
ド
で
の
楽
し
い
思
い
出
が
つ
ま
っ
た

写
真
が
、
称
徳
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

と
き　

開
催
中
〜
６
月
10
日
㈰　

午
前
９

　

時
〜
午
後
４
時
30
分
（
毎
週
月
曜
日
は

　

休
館
日
）

と
こ
ろ　

称
徳
館　

民
話
館
休
憩
テ
ラ
ス

費
用　

一
般
３
０
０
円
、
大
学
・
高
校
生

　

１
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

第
11
回
青
森
県
民
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
祭

　　

誰
で
も
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
祭
典
が
、
県
内
13
市
町

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
市
で
の
開
催
種
目

は
年
齢
別
テ
ニ
ス
・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で

す
。

開
催
種
目　

と
き
・
と
こ
ろ

▼
年
齢
別
テ
ニ
ス

　

７
月
１
日
㈰
・
サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

▼
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

　

７
月
７
日
㈯
・
八
甲
田
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク

　

ゴ
ル
フ
場

問
県
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
連
盟

　

☎
０
１
７
・
７
３
４
・
９
９
０
９

平
成
30
年
度
十
和
田
市
消
防
団
観
閲
式

と
き　

６
月
10
日
㈰　

午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
０
時
20
分

と
こ
ろ　

官
庁
街
通
り
、
中
央
公
園
緑
地

※
午
前
７
時
30
分
か
ら
午
前
９
時
40
分
ま

　

で
官
庁
街
通
り
が
通
行
止
め
に
な
り
ま

　

す
。
午
前
８
時
に
消
防
本
部
の
サ
イ
レ

　

ン
が
鳴
り
ま
す
。

問
十
和
田
地
域
広
域
事
務
組
合

　

消
防
本
部　

警
防
課

　

☎
㉕
４
１
１
１

し
ず
く
の
恵
マ
ル
シ
ェ
開
催

　

十
和
田
市
産
の
新
鮮
な
野
菜
・
果
物
や

そ
れ
ら
の
加
工
品
を
生
産
者
ら
が
販
売
す

る
「
し
ず
く
の
恵
マ
ル
シ
ェ
」
を
、
今
年

は
駒
っ
こ
ラ
ン
ド
で
開
催
し
ま
す
。

と
き　

６
〜
11
月
の
毎
月
第
４
日
曜
日　

　
（
月
１
回
開
催
）　

午
前
10
時
〜
午
後
３

　

時
（
予
定
）

と
こ
ろ　

馬
事
公
苑
駒
っ
こ
ラ
ン
ド

出
店
内
容　

十
和
田
市
産
の
農
産
物
・
原

　

料
や
、
地
域
特
産
品
を
活
用
し
市
内
で

　

製
造
す
る
加
工
食
品
や
工
芸
品
な
ど

■
マ
ル
シ
ェ
出
店
者
募
集

対
象　

市
内
に
住
所
ま
た
は
事
業
所
の
あ

　

る
事
業
者

申
し
込
み
方
法　

と
わ
だ
産
品
販
売
戦
略

　

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
と
わ
だ
産
品
販
売
戦
略
課

　

☎
51
６
７
４
３

■
「
第
５
回
駒
っ
こ
ラ
ン
ド
写
真
コ
ン
テ

　

ス
ト
」
作
品
募
集

　

駒
っ
こ
ラ
ン
ド
で
お
気
に
入
り
の
写
真

を
撮
っ
て
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
期
限　

平
成
31
年
２
月
28
日
㈭

応
募
方
法　

称
徳
館
窓
口
へ
直
接
持
参
ま

　

た
は
郵
送
、メ
ー
ル
で
応
募
く
だ
さ
い
。

■
６
月
10
日
㈰
は
、
称
徳
館
開
館
記
念
日

　

に
つ
き
観
覧
料
無
料

問
馬
事
公
苑
称
徳
館
☎
㉖
２
１
０
０

　

メ
ー
ル　

　
　

photo2018@
kom
akkoland.jp
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【有料広告欄】　　「広報とわだ」に広告を掲載しませんか。申込先　総務課広報男女参画係☎51 6702

問現代美術館☎⑳ 1127
現代美術館イベント情報

企画展

現代美術館　開館 10 周年記念企画展
スゥ・ドーホー：Passage/s　パサージュ

　現代美術館開館 10周年を記念して、常設展の目玉の一つとし
て来館者に親しまれてきた << コーズ・アンド・エフェクト >> の
作家、スゥ・ドーホーの個展を開催します。
　本展では、半透明の布を使ったシリーズの最新作、作家がロンド
ン・ニューヨーク・ソウルを移動する中で得られた視点を表現した
映像作品も展示します。これらの作品は、いくつかの場所とその文
化を経験するときに見えてくるものを通して、人間性やアイデン
ティティとは何かという、根本的な問いを投げかけるものです。

とき　６月２日㈯～ 10月 14日㈰
開館時間　午前９時～午後５時（入場は閉館の 30分前まで）
休館日　月曜日（祝日の場合はその翌日）
　　　　ただし、８月６日㈪・13日㈪は開館
観覧料　企画展+常設展セット券 1,200 円
　　　　企画展の個別チケットは一般 800円
　　　　20人以上の団体は 100円引き　高校生以下無料

６月 10 日㈰は現代美術館常設展示市民無料デー
マイナンバーカード、免許証や保険証など住所が分かるものを受付に提示してください。

<<Hub, 310 Union Wharf, 23 Wenlock 
Road, London, N1 7ST, UK>>
Photo by Taegsu Jeon
Courtesy the artist, Lehmann Maupin, New York, 
Hong Kong and Seoul and Victoria Miro, London/
Venice（参考画像）

<<コーズ・アンド・エフェクト>>2008 年
Photo by Mami Iwasaki
Courtesy the Artist and Lehmann Maupin Gallery, New 
York and Hong Kong

スゥ・ドーホー
Photo by Daniel Dorsa
Courtesy the Artist and Victoria Miro, London 
and Venice

1962 年韓国生まれ。ソウル大学校卒業。
ロンドン・ニューヨーク・ソウルを拠点とし、家や家
の中のアイテムをかたどった彫刻と、没入感のある空
間展示を通して、異なる文化間を移動するときに感じ
られる気持ちを表現しつづけている。
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　市民の皆さんが行う催しの紹介、サークルなどの会員募集のコーナーです。費用費用
の記載がないものは無料の記載がないものは無料です。掲載希望のかたは市ホームページをご覧ください。

子ども茶道教室
　日本の文化の楽しいひとときを体
験しましょう。
とき　６月～平成 31 年１月
　　　午後１時～５時
　　　（土曜日・月２回程度）
ところ　市民文化センター
対象　幼児～高校生
持ち物　白ソックス
※申し込みは随時受け付けしていま
　す。
申問表千家流子ども教室・玉掛
　　☎ 090-3983-2633

さつき展示会
とき　６月９日㈯、10 日㈰
　　　午前 10 時～午後４時
ところ　南コミュニティセンター
問十和田さつき愛好会・蛯名
　☎㉗ 2352

十和田市民初夏の茶会
とき　６月 10 日㈰
　　　午前 10 時～午後３時
ところ　市民文化センター
費用　1,000 円（２席分）
▶表千家流　米田社中
▶煎茶道方円流　高山社中
問十和田茶道協会・竹ヶ原
　☎㉕ 3293

元気で生き生き輝く未来へプロジェクト
わくわく交流会

「子育て応援しましょ！」
　いろいろな世代で、子育てについ
て一緒に考えてみませんか？講演会
とワークショップの参加者を募集し
ます。
とき　６月 30 日㈯
　　　午後６時 30 分～８時 30 分
ところ　市民交流プラザ「トワーレ」
定員　20 人
申込期限　６月 27 日㈬
※託児もありますので、詳しくはお
　問い合わせください。
問コミュニティワーク礎・吉田
　　☎ 080-2838-7505

十和田フィルハーモニー管弦楽団
第 26 回定期演奏会

　生のオーケストラの響きをお楽し
みください。
とき　６月23日㈯　午後６時30分開演
ところ　市民文化センター
指揮　大嶋　啓介
演奏曲　チャイコフスキー作曲
　　　　白鳥の湖
　　　　シベリウス作曲
　　　　交響曲第２番ほか
費用　前売券 1,000 円、当日券 1,200 円
入場券販売場所　市民文化センター、
　　　　　　　　現代美術館カフェ
問事務局・宮内☎ 090-5356-2009

エコヘルス連続講座
　「真の豊かな人生とは何か？」を皆
さんで考えてみませんか。食農・医療・
環境に関する専門家による講座です。
とき　①６月 30 日②７月 21 日　　
　　　③８月４日④８月 11 日　　　
　　　⑤９月 15 日⑥９月 29 日
　　　⑦ 10 月６日⑧ 10 月 20 日
　　　（全て土曜日）午後３時～５時
　　　（②のみ午後１時～５時）
ところ　市民文化センター
　　　　（②のみ文化センター集合後、 
　　　　ブナ林へ行きます）
定員　50 人（先着順）
費用　各回 1,000 円
申し込み方法　氏名、電話番号、住
　所を書いてメールかFAXで申し
　込みください。
申込期限　各開催日の２日前まで
八甲田自然塾 FAX㉔ 9356
　ﾒｰﾙ kitakuro@kitasato-u.ac.jp
問小川☎ 080-1831-4828

池坊いけばな講座参加者募集
　華道家元池坊の巡回講座（毎年全
国 180 カ所で開催）を開催します。
池坊中央研修学院の派遣講師が実演
を交えながら自宅で花を楽しむヒン
トなどを紹介する内容で、いけばな
を学んでいない人でも参加できます。
とき　６月 17 日㈰
　　　午前 10 時～正午
　　　午後１時～３時
　　　（２部構成）
ところ　東コミュニティセンター
定員　25 人（先着順）
費用　2,000 円（受講料）
申込期限　６月９日㈯
※参加には受講券が必要です。
問池坊十和田支部・松田
　　☎ 090-2369-7831
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６月の健康カレンダー

◉乳幼児健診など
▶問診票・母子健康手帳を持参してください。

※２歳児発達健診は２歳６カ月児が対象です。
※３歳児健診は３歳６カ月児が対象です。問診票一式は事前に郵送して
　います。
※発熱や感染症治療中のときは、翌月以降に受診してください。
※保健センター駐車場が満車の場合は、近隣の有料駐車場をご利用ください。

内容 受付時間 ところ・問い合わせ
◆４か月児健診
健診日までに満４カ月に達す
る乳児

５日㈫
12：30～13：00
※バスタオル持参

保健センター
問健康増進課
☎516792

◆１歳６か月児健診
平成 28 年 12 月生まれの幼児

20日㈬※歯ブラシ持参
12：30～13：00

◆２歳児発達健診
平成 27 年 12 月生まれの幼児

21日㈭※歯ブラシ持参
12：30～13：00

◆３歳児健診
平成 26 年 12 月生まれの幼児

19日㈫
12：00～12：45

◆乳幼児相談
子どもの成長発達の心配や接
し方、栄養面など悩みがある
０歳から就学前の子と保護者

29日㈮９：30～
※前日までに要予約

◆子どものこころの相談
小・中・高校生

７月５日㈭14：00～
※27日㈬までに要予約

◆ほっとマミーサロン
妊産婦と生後６カ月未満の乳
児をもつお母さん
★サロンの日(助産師・保育
　士とママ同士の交流）

４日㈪・11日㈪・
18日㈪・★25日㈪
13：30～15：30
※前日までに要予約

市民交流プラザ
 「トワーレ」
 問健康増進課
　　☎516792

◉各種相談
内容 受付時間 ところ・問い合わせ

◆こころの相談
心の悩み、不眠、もの忘れ、
お酒のことなど気がかりのあ
る人・家族

６日㈬
14：00～15：00
※４日㈪までに要予約 保健センター

問健康増進課
☎516791◆栄養相談

栄養・食生活に関する相談を
希望する人

６日㈬
９：30～・13：15～
※４日㈪までに要予約

◆もの忘れ相談
もの忘れや認知症の不安があ
る 65 歳以上の人・家族

13日㈬
14：00～15：30
※８日㈮までに要予約

市役所新館３階会議室 
問高齢介護課
☎516720

◆療育相談
首すわり、おすわり、歩き始
めが遅い気がするなど発育や
発達について心配のあるお子
さんの家族

27日㈬※要予約
▶継続の人
　９：30～10：30
▶新規の人
　10：30～11：00

上十三保健所
問☎㉓4261

◆Ｂ型・Ｃ型肝炎検査
過去にＢ型・Ｃ型肝炎ウイル
ス検査を受けたことがない人

５日㈫・26日㈫※要予約
13：00～13：30

◆精神保健福祉相談
心の悩みや病気に関する相談
を希望する人

20日㈬※要予約
13：00～14：00

◆女性健康相談
思春期や不妊、更年期障害な
どにお悩みの人

21日㈭
10：00～10：30

◆まちなか健康相談
心や体のことを相談したい人

８日㈮・17日㈰
９：00～12：00
13：00～15：30

市民交流プラザ「トワーレ」
　 問健康増進課
      ☎516791

◆エイズに関する相談
感染の心配やエイズに関する
相談を希望する人

５日㈫・26日㈫※要予約
13：30～14：30

上十三保健所  エイズ専用
問☎㉓8450

い。

　歯を喪失する一大原因である歯周病を早期に発見
し、市民の皆さんの健康保持を推進するため、歯周
疾患検診を実施します。
　対象者には、６月上旬までに受診票を送付します
ので受診しましょう。
 実施期間　６月１日㈮～平成31年３月31日㈰
 実施場所　市内指定医療機関
 対象者　年度内に40、50、60、70歳に達する人
 検査内容　問診、歯周組織検査（無料）
 持ち物　健康保険証、受診票、健康手帳、お薬手帳

歯周疾患検診のお知らせ

問健康増進課☎516790・6791

　いつまでも丈夫な歯を維持するために、正しい
ブラッシングとよく噛んで食べること（ひと口30
回以上）を習慣づけましょう。また、定期的に健
診を受け、歯と口の健康寿命を伸ばしましょう。

問健康増進課母子保健係☎516792

６月４日～10日は「歯と口の健康週間」です

 問健康増進課健康管理係☎516790

◉献血のお知らせ
実施予定日 時　間 場　所

６日㈬ ９：30～12：00 市民文化センター
14：00～16：00 ㈱福萬組

13日㈬ ９：30～11：45 ㈲中野自動車
14：00～16：00 十和田市上下水道部

歯周病を予防し、健康力を高めよう
～実践編：歯みがきのコツ教えます～

第１回さわやか健康講座

問健康増進課健康づくり推進係☎516791

　正しい歯みがきの仕方を学んで、歯周病と虫歯を
予防しましょう。
 とき　６月28日㈭ 　午後６時30分～８時
　　　                      (受付　午後６時～)
 ところ　保健センター
 講師　青森県歯科衛生士会　歯科衛生士
　　　 日野口　尚子さん、蛯澤　美由樹さん
 持ち物　普段お使いの歯ブラシ
 申込期限　６月21日㈭
　※「健康とわだポイントラリー」対象講座です。

健康診査（医療機関個別方式）のお知らせ

　医療機関個別方式による健康診査を申し込まれ
た人には、６月上旬までに受診票を送付します。
　受診票が届かない場合やまだ健康診査の申し込
みをされていない場合はご連絡ください。
　詳しくはお問い合わせください。

問健康増進課健康管理係☎516790
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１㈮
▶楽しい切り絵の世界（～30日）
　～市民文化センター・市民ギャラリー
　（問十和田新切り絵クラブ・成田☎080-5559-3101）

２㈯

▶紙しばい倶楽部とわだ「紙芝居」<10：30>
　～市民図書館（問市民図書館☎㉓7808）
▶こころのふれあいサロン・おあしす<10：00>
　～市民文化センター（問健康増進課☎516791）
▶ひだまりカフェ（季節の野菜を美味しく食べる）
　<14：00>～市民交流プラザ「トワーレ」（100円）
　（問高松病院☎㉓6540）
▶とわだ混声合唱団第26回定期演奏会<18：30>
　～市民文化センター（大人500円、高校生以下無料）
　（問とわだ混声合唱団・奥山☎㉒6240）

４㈪ ▶おしゃべりサロン「クローバー」<10：00・13：30>
　～保健センター（問傾聴サロンとわだ・黒子☎090-2796-0999）

６㈬

▶佐々木優花チャリティージャズコンサート　4th 　　　
　album「Reminiscenza」発売記念ツアー<19：00>
　～市民文化センター（前売り　一般3,000円、大学生1,500円、
　小・中高生無料　当日500円増）
　（問㈱Yukaプロダクション・阿部☎090-4886-4355
　　　布施☎090-9535-4689）

８㈮ ▶明山應義油絵展（～10日）<９：00>
　～市民文化センター（問アトリエ明山☎㉓4719）

9㈯

▶話しのサロン・こころの広場ルピナス<10：00>
　～勤労青少年ホーム（問健康増進課☎516791）（23日も開催）
▶語りの会・こま草「おはなしのゆうびんやさん」
　<10：30・14：00>～市民図書館
　（問市民図書館☎㉓7808）（23日も開催）
▶映画上映「奪われた村」＋「チャルカ～未来を紡ぐ糸　
　車」<13：20・17：10>（前売り　1,500円　当日200円増）
　ゲストトーク「福島から青森へ～未来を紡ぐ糸を辿って」
　<16：15>～市民文化センター
　（問大地の眼・アケヤマ☎090-4609-8397）

10㈰
▶東日本大震災チャリティー演芸会　ごらくのらくご
　～笑いが一番～<14：00>～市民文化センター（500円）
　（問馬はなし亭一座・遠田☎090-9533-3390）

13㈬ ▶進路相談会<15：30>～市民文化センター
　（問㈱ライセンスアカデミー☎022-239-1641）

15㈮
▶第22回フォト五月会写真展（～17日）<10：00>
　～市民文化センター（問フォト五月会・漆戸☎080-1817-2677）
▶星空観望会「春の星座と木星を見よう！」<19：30>
　～市民文化センター（要申し込み）（ 問文化センター☎㉒5200）

16㈯ ▶わっこの会「読み聞かせ」<10：30>～市民図書館
　（問市民図書館☎㉓7808）

20㈬
▶演歌！ふたりのビッグショー～千昌夫、石原詢子～
　<11：30>～市民文化センター（前売り　5,500円）
　（問オカダプランニング☎0225-22-0934）

21㈭
▶ストレスと上手に付き合う学VIVA（学び場）<19：00>
　～市民交流プラザ「トワーレ」（500円）
　（問スマイルラボ☎㉓8922）

24㈰

▼普通救命講習会<９：00>～十和田消防庁舎
　（対象：中学生以上の市民）（ 問十和田消防署☎㉕4115）

▼第２回ぴっころおんがくかい<10：30>～市民文化センター
　（問ピアノグループフィオリーレ・太田☎080-1812-7625）

27㈬

▼十和田いきいき介護ボランティアポイント事業説明・研
　修会<10：00>～東コミュニティセンター（対象：60歳
　以上の市民）（ 問市社会福祉協議会☎㉓2992）

＜＞…開始時間その他の催し

問健康増進課☎51 6790休日当番医
３日㈰ 十和田第一病院　　　　　　　　　　　　☎㉒5511
10日㈰ 阿部クリニック　　　　　　　　　　　　☎㉕1122
17日㈰ えと内科医院　　　　　　　　　　　　　☎㉓2727
24日㈰ 岡本整形外科クリニック　　　　　　　　☎⑳1101

６月の市民無料相談
内　容 日　時

◆行政相談
行政機関などの業務に対する苦情、
意見、要望などの相談

18 日㈪
午後１時～３時

◆人権相談
いじめや差別、家庭内や隣近所と
のもめごとなどの相談

22 日㈮
午後１時～３時

◆特設行政・人権相談
行政機関の業務に対する苦情・意
見・要望や家庭内・隣近所のもめ
ごとなどの相談

４日㈪
午前 10 時～午後４時
※新館５階会議室

◆法律相談（定員７人）
相続、離婚、借金などの相談

27 日㈬　午後１時～４時
※ 20 日㈬午前８時 30 分から予約開始

◆不動産相談（定員４人）
不動産の売買、不動産の賃貸借な
どの相談

14 日㈭
午後１時～３時
※７日㈭までに要予約

◆くらしとお金の相談
多重債務、生活資金などの相談

13日㈬　午前10時～午後４時
※前日までに要予約

◆法テラス青森（定員６人）
借金・離婚・労働問題などの相談
（法律相談）※資力基準に該当する人

12 日㈫・26 日㈫　
午後１時～４時
※予約先☎ 050 -3383-5552

◆消費生活相談
悪質商法、架空請求、製品事故な
どの消費生活の相談

毎週月～金曜日
午前８時30分～午後４時30分
※相談前に要予約

◆交通事故相談　
交通事故による損害賠償、示談など
の相談

19 日㈫　
（予約があった場合に開催）
※予約先県庁☎ 017 -734-9235

ところ　まちづくり支援課市民相談室
問まちづくり支援課☎51 6777

内　容 日　時

◆出張年金相談
　年金の無料相談

28 日㈭※要予約
午前 10 時～午後３時
（予約があった場合に開催）
※予約先八戸年金事務所
　☎ 0178 -44-1742

ところ　新館３階会議室
問八戸年金事務所☎ 0178 44 1742　市民課☎51 6753

内　容 日　時

◆市税夜間納付・相談窓口

１日㈮
４日㈪～８日㈮
25 日㈪～ 29 日㈮
午後５時30分～８時

ところ　収納課
※本館北側職員通用口からお入りください
　（午後６時以降は本館正面玄関からは入れません）。
問収納課☎51 6761
市税などの口座振替をご利用ください
　指定する市内の金融機関の口座から振替納付ができ
ます（年金天引きの市県民税を除く）。
▶手続場所　収納課、十和田湖支所、市内金融機関
▶持参する物　納税通知書、通帳・届出印
問収納課☎516762

７月２日㈪が納期限（口座振替日）です。
市民税・県民税第１期

介護保険料納付相談 日　時

◆介護保険料夜間納付・相談窓口 18 日㈪～ 22 日㈮
午後５時 30 分～７時

ところ　高齢介護課
※新館玄関からお入りください。（１階23番窓口）　
　昼間都合のつかない人は、この機会をご利用ください。
問高齢介護課☎51 6721
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春春まつりまつり

2018.４.20～５.５2018.４.20～５.５

　４月19日、昨年より２日遅く開花
宣言が出されました。春まつり期間
中は、穏やかな春の陽気にも恵まれ、
官庁街通りなどは、前年より１万９千
人増の15万６千人の人出でにぎわい
ました。
　多くのイベントの中でも４月21日、
22日に行われた第20回ふるさとイベ
ント大賞内閣総理大臣賞を受賞した
桜流

や ぶ さ め

鏑馬には、県内外から多くの観
客が訪れました。

アプリで「広報とわだ」を読みませんかアプリで「広報とわだ」を読みませんか人口と世帯
平成30年４月末

現在

区分 人・世帯数 前月比 前年比
人口 61,884人 27人 －589人
男 29,665人 35人 －248人
女 32,219人 －8人 －341人
世帯 27,511世帯 86世帯 ＋124世帯

～今日も無事でいてほしい～
みんなでつくろう 安全・安心なまち

セーフコミュニティ十和田

利用方法利用方法
　　QRQRコードを読み込み、コードを読み込み、アプリアプリ
「マチイロ」「マチイロ」をインストールする。をインストールする。

❶❶　『よさこい元気まつり』で観客を魅了
　　したよさこいチームの『北里三源色』
❷❷　ポカポカ陽気に包まれたアート広場
❸❸　大勢の人でにぎわう露店（青空商店組合）
❹❹　満開の桜に囲まれて楽しむ花見
❺❺　『さくらになり帯

たい

』の皆さん。桜に
　　一層の彩りを加えました
❻❻　馬との触れ合いができた乗馬体験
❼❼　市役所展望ロビーからの眺めもいいね

❻❻ ❼❼

十和田市十和田市


